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4お わ りに
要 旨:本 稿 は、大学 の留学生 を対象 とした 日本語 プ ログラムの中か ら日本 国内の 日本語教育 では
実 践事 例が少 な い 「日本 語 プ レゼ ンテー シ ョン」 の授 業 を取 り上 げ、 視覚 資料(本 授 業 で は
Power Pointスライ ド)を 用 いたプ レゼ ンテー ション学習 の資料 を提示 す るものであ る。
授業 は、 日本語学習者 が研究発表 テーマを決 め、 それに基 づいて調査 を行 い、考察 か ら結論 に
至 るまで視覚資料 を使用 して大勢 の人 の前 で発表 す る形式 を とってい る。研究調査、 ス ライ ド作
成、発表等 の学習 プ ロセスか ら 「日本語 プ レゼ ンテー ション」授業 の意義 や役割 を検討 し、実践
例 を資料 として提示 した。
キー ワー ド:留 学生、 日本語 プ レゼ ンテー ション、 日本語教育、発表、 ス ライ ド
1は じめ に
本稿 で とりあげ る大学 の 日本語 プ ログラムは、共通教養教育科 目であ る日本語授業 として位置
づ けられ、外 国人留学生 ・研究生 が大学 ・大学 院の授業、卒業論文発表、研究発表等 で困 らない
程度 の 日本語能力を育成 することを目標に した ものである。その 日本語 プログラムの一環 として、
「日本語 プ レゼ ンテー ション」1とい う科 目が正規授業 として行 われている。
これまで留学生 の 日本語科 目に関 しては、宮谷 ・太 田 ・山田(2003)の多文化 間 コ ミュニケー
シ ョンのためのデ ィスカ ッションプ ログラムの報告 があ る。 日本語学習者 との会話 において 日本
人 学 生 が どの よ うな コ ミュニ ケ ー シ ョ ン活動 を して い るかを 明 らか に して いる。 ま た奥村
(2005)は、 プ レゼ ンテー ション授業 の実践 を行 い、 パ ワーポイ ン トによ る表 現法の利点 を生 か
した授業 プ ロセスに関す る報告 を してい る。
このよ うな報告 はあ るものの、留学生 を対象 に した 日本語 プ レゼ ンテー ション科 目に関す る実
践報告、 日本語 プ レゼ ンテー ションの教 師用指導 テキス ト、 日本語学習者 のための教科書等 は多
くあ るわ けではない。 また 日本語 を使用 してプ レゼ ンテー ションがで きるまでの学習 プ ロセスを
わか りやす く紹介 した留学生用 テキス トも少 ない。参考 モデルにな るよ うなプ レゼ ンテー ション
事例研究 もあま りな されていない とい う国内 日本語教育 の現状 があ る。教 師は授業 で学生 の 日本
語能力 に合 わせ、様 々な方法 を試 しなが らプ レゼ ンテー ションの方法 を教 えてい るのではないだ
ろ うか。
それは 「日本語 プ レゼ ンテー ション」科 目を、パ ワーポイ ン トを使用 しス ライ ド作成 によ るプ
レゼ ンテー シ ョン授業 と考 えた場合、 日本語会話 やス ピーチ と異 な り、 日本語 のスキルだけでは
な く、 イ ンターネ ッ ト、パ ソコンのスキルな ど複合 的なスキルを必要 とす る問題 があ り、 日本語
教育単独 の問題 として分析 しに くい とい う面 があろ う。
しか し、大学 のゼ ミ発表 ・研究発表 ではパ ソコンを使用 した視覚資料 を提示 しなが らの口頭発
表 を要請 され ることもあ り、 そ うした発表 スキルを大学生 としての早 い段 階で専 門教育 への橋渡
し学習 として実践 的に行 うことも必要 ではないか と考 え る。
以上 の問題意識 か ら、本稿 では実 際に大学 で実践 された 「日本語 プ レゼ ンテー ション」 とい う
留学生対象 の授業 を紹介 し、 日本語学習活動例 を提示 したい。
海外 と日本 国内にお ける日本語 プ レゼ ンテー ションの授業 を見 てみよ う。韓 国のP大 学 日本語
学科(仮 名)で は、 「日本語 プ レゼ ンテー ション」 の授業 目標 を 「日本語 を使 って大勢 の人 の前
で話す ことができる」 として いる。P大 学 はパ ワーポイ ン トを使用せず、決 め られたテーマに沿 っ
てス ピーチす る授業 内容 で、 「ス ピーチ」能力 の向上 を目指 して いる。
一方、 中国のT大 学 日本語学科(仮 名)で は、パ ワーポイ ン トを使 っての研究発表能力 は もう
既 に備 わ って いる ことが前 提 とな って お り、 「日本語 プ レゼ ンテー ション」 の授業 と して設 け ら
れてはいない。学習者 が論文発表 の際に、 自ら視覚 資料 を作成 し公 開審査 で発表 す るための練習
を しなが ら学習 してい る状況 であ る。 また 日本 国内においては、N大 学留学生別科(仮 名)で 、
留学生各 自が決 めたテーマを もとに調査 を行 い、板書 した調査結果 を学生 が口頭 で説 明す る形式
を とってい る。 ここでは、 わか りやす く書 く 「板書能力」 と説 明す る 「話 す」能力 の育成 を中心
として 日本語教育 が展 開 されてい る。 このよ うに 「日本語 プ レゼ ンテー ション」 の授業方法 は、
どのよ うな 日本語能力 を育成 す るかによ り、異 な った形式 で行 われてい る。
本稿 で扱 う 「日本語 プ レゼ ンテー ション」 は 「外 国人留学生 が 自ら決 めたテーマを もとにイ ン
タビューやア ンケー ト調査 を行 い、 テーマ選択 か ら調査、 それに基 づ く考察、結論等 をス ライ ド
にま とめる。それを映 しなが ら行 う口頭発表」 をい う。外国人留学生 の 「研究発表に役立つ こと」
を目的としている。
本稿では日本語プレゼンテーションの授業実践を取 り上げ、外国人留学生の日本語学習活動を
紹介 したい。(調査対象者:「 日本語プレゼンテーション」受講留学生10名、調査期間:2011年
9月～2012年1月)
2「 日本 語 プ レゼ ンテ ー シ ョン」 授 業 にお ける意 義 と役 割
「プ レゼンテーション」 とは何か。それは 「社会におけるさまざまな場面での表現活動」(福
井有監修 ・大島武編著、2009、1)と捉えられる。 したがって、大学生 ・大学院生 ・研究生等が
新学期に大勢の学生の前で自己紹介をしたり、研究発表することもプレゼンテーションと捉えら
れる。 しか し、プレゼンテーションは 「聞き手本位の姿勢を貫いたスピーチ」(前掲書、3)と
いう点で、話すこと自体に重点を置いた 「スピーチ」 とは異なる。つまり、プレゼンテーション
の善 し悪 しを決定するのは、「聞き手」である。絶えず聞き手を意識 して、聞き手に理解 しても
らえ、 自分の話の意図が明確に伝わるようにしなくてはならない。 このことは、 日本語母語話者
であろうと日本語学習者であろうと同様である。 これまで日本語教育の分野では、 日本語学習者
への日本語教育 として文法をはじめ 「話す」、「読む」、「書 く」、「聞く」の4技能に関する分析、
教師への提言 としての教育方法、教材開発などの報告が多 くなされてきた。 しかしながら日本語
学習者の話を聞く側の人たちへの視点はあまり考慮 されてこなかった。
「日本語プレゼンテーション」の授業においては、プレゼンターと聞き手の双方が日本語学習
者である。聞き手でもある日本語学習者に日本語を使用 してわかりやすく伝えることが重要であ
る。そのためには聞き手のことを意識 しながら、日本語学習者の話 し方や説明の仕方、内容構成、
発表原稿作成、スライ ド作成などのプレゼンテーションスキルをより丁寧に指導する必要がある。
「日本語プレゼ ンテーション」の発表時には、聞き手が日本人学生なら用意 しな くて もよい新出
語 リス ト・語彙表なども、聞き手の留学生には配布する必要がある。
日本語教育には、 ことばそのものを教える言語教育の側面 と日本の社会や文化、歴史、習慣、
風俗等、いわゆる 「日本事情」を教える側面 との両面がある。「日本語プレゼンテーション」は、
その両面を包含する日本語科 目と捉えられる。 この授業は言語教育や日本事情 と切 り離 して成 り
立つものではない。言語運用能力 もさることながら、 ことばの知識 と日本社会に対する多 くの知
識を併せ持 ったうえで、 ことばを使 って聞き手 とのコミュニケーションをはかる能力が必要な科
目である。 さらに 「日本語プレゼンテーション」の授業は、発表する行為を通 して研究成果を世
に公表する重要な意義 ・役割を担っている。「日本語プレゼ ンテーション」のわずかな受講期間
内に、 日本語の技能だけではなく研究調査データの収集方法やスライ ド作成方法なども実践的に
学習 し、身につけていかなければならない。そして、 この授業が日本語学習者の専門分野 との連
繋をもっていることが期待 されるのである。
3授 業 計 画 と 実 践
日本語学習者 の習熟度 に合 わせて フレキ シブルに授業計画 を立 て ることに した。本稿 で取 り上
げ る2011年度後期授業 は1週 間に1回 、90分授業 で、全15回であ る。後期授業 の中で、全員 のプ
レゼ ンテー シ ョン発表会(公 開授業)を 「中間発表」 と 「期末発表」 の2回 設 け ることに した。
発表 口を1ヵ 月程前 に決定 し学生 に伝 えてお くことで、 目標 に向けたモチベー ションを維持 で き
るのではないか と考えた。 また発表会 は期末試験 の一部 との位 置づけで、成績評価の対象 になる。
発表 日の前週 には、発表 リハーサル として本番 と同様 の予行演習 を実施 した。2011年度後期 の授
業 では、11月下旬 に1回 目の発表会、新年1月 下旬 に2回 目の発表会 を実施 した。
【日本語 プ レゼ ンテー ション】
(1クラス学生10名のケース)
会場:大 学 の教室
準備:パ ソコ ン(パ ワー ポイ ン ト使用)に よ る視 覚資料(ス ライ ド)、プ ロジェクター(ス ク
リー ンのス ライ ドが後 ろの席 か らもよ く見 え るよ うに、机 とイスを レイア ウ トす る。)
表1日 本語学習者 のプロフィール
(第1回 発表 日時点で の滞 日歴 ・日本語学習歴)
図1日 本語 プ レゼ ンテー ションの発表 までのプ ロセス
1①テーマ決定1⇒1②イ ンタ ビュー ・ア ンケー ト質問項 目作成1⇒[③調査]⇒[分析
⇒1⑤発表原稿 ・スライ ド作成1⇒1⑥発表 リハ ーサル1⇒[発表
留学生 は 日本語 プ レゼ ンテー ションの授業 で何 を学 びたいのか受講生10名に質 問を行 った。結
果 は表2の とお りであ る。
表2日 本語プレゼンテーションの授業で何を学びたいか
(選択肢より複数回答)
授業で学びたいこと
話すこと
説明する
発表能力
発表態度
発表を聞 く力
研究調査能力
インタビュー能力
スライ ド作成力
内容構成力
表2か らわかるように、 日本語学習者10名はプレゼンテーションの内容構成やスライ ド作成の
スキルよりも 「話す」 こと、「説明する」こと、「発表する」 ことといった日本語の口頭表現技術
を学びたいと考えている。
この調査結果をふまえ、「日本語プ レゼンテーション」の授業は、 日本語で話す力 ・説明す る
力 ・発表能力を身につける留学生のための日本語教育 と位置づけ、実技を中心に実践的な授業デ
ザインを考えた。 この中には、聞き手 として自分以外の日本語学習者の発表を 「聞く力」の育成
も含まれる。 日本語で自分の意見や考えをわかりやすく説明するスキルを身につけるとともに専
攻分野の学習や研究発表に役立つ調査方法や発表能力を実践的に学ぶことを目標にした。
図2ス ライ ドの内容項 目例(ス ライ ド10枚のケース)
1.テーマ ・学部 ・名前6.質 問と回答
プ レゼ ンテー ションには、説明型 プ レゼ ンテー ションと説得型 プ レゼ ンテー ション2)があるが、
本調査対象者10名のプ レゼ ンテー ションは情報 を伝 え る目的の説 明型 であ った。 それは、留学生
が将来 の研究発表 に役立 て る目的で 「日本語 プ レゼ ンテー ション」 を受講 してい るため、 テーマ
に沿 っての研究調査 内容 と結論 をわか りやす く説 明す る構成 を選択 したか らであ る。
留学生が授業で実際に作成 したスライ ドの中から資料 としていくつか提示 したい。資料1か ら
4においてスライ ド作成例、口頭発表で行 った日本語原稿例、新出語 ・語彙表例を提示する。
塵]]MicrosoftPowerPointによる留学生 のス ライ ド作成例
「テーマ」 の作成例
「結論」の作成例
「グラフ1を 利 用 して視覚 的にわか りやす く説 明 したス ライ ド例
「イ ンターネ ッ ト」検索 によ る引用例
「写真」を利用 したスライ ド例
魎]留 学生の口頭表現
発表例1(ス ライ ド10枚か ら抜粋)
①最初 の挨拶
皆 さん、 こんにちは。00学 部 の0△ です。 どうぞよろ しくお願 い します。私のプ レゼ ンテー
シ ョンのテーマは 「日本 におけ るゴ ミ問題」 です。 では、 これか ら発表 させていただ きます。
② テーマ選択 の理 由
私 が このテーマを選 んだ理 由は2つ あ ります。
1.私 の国では ほとん どゴ ミを分別 しないのに対 して、 日本 は ゴ ミ分別 に関 して種類 が とて
も多 い と思 います。 ゴ ミを分別 す るのは どんなメ リッ トがあ るかを知 りたいです。
2.ゴ ミ分別 に対 す る日本人 の考 え方 に興 味があ ります。
③調査方法
調査方法 はイ ンタビュー、 ア ンケー ト調査 とイ ンターネ ッ ト検索 です。調査対象 は本学 の先
生 と○○学部 の学生 です。 イ ンタビューを したのは男子学生5名 、女子学生5名 、 ア ンケー ト
調査 の対象 は先生5名 、学生5名 、合 わせて10名です。
④最後 の挨拶
以上 で私 のプ レゼ ンテー ションを終 わ ります。 ご清聴 あ りが とうございま した。○○学部 の
0△ で した。
発表例2(ス ライ ド12枚か ら抜粋)
1.皆 さん、 こんにち は。私 は口口学部 の00で す。私 が発表 す るテーマは「日本 と韓国 の部
活動 の比較」です。
私 が このテーマを選 んだ理 由は 日本 の学生 は大半 が部活動 を し、 さらに勉強 よ り部活 に
集 中 してい る気 が して 自分 の国の事情 と比較 してみたい と思 ったか らです。
2.調 査方法 はイ ンタビュー とア ンケー トです。調査対象 は大学生17人と韓 国人留学生6人 で
す。
3.アンケー トの質問はご覧の通 りです。
4.その結果、大学生17人全員が部活の経験がありその期間は平均7年 間でした。韓国人留学
生6人 の内、2人 が部活の経験があり、その期間は平均3年 間でした。
5.その内容はご覧の通 りです。大体運動系が多いが皆それぞれでした。
6.では、両国の学生が部活をした理由を見てみましょう。 自分の好 きなことを活かすため、
友だちづくり、思い出づくり、小 さい頃からやっていた流れ、 自分の能力の強化、ひまつ
ぶし、部活の内容が好 きで、皆 と遊びたくて 、学校の決まり。
7.それでは、部活をしなかった学生の理由を見てみましょう。面倒だから、いい部活が見つ
からなかった、勉強のため、部活の回数が多いため、勉強に集中できないと思 ったから。
8.次は、 日本 と韓国の部活動の共通点 と相違点です。まずは共通点です。 目標を目指 して頑
張る、スポーツ系が多い。相違点はこちらです。日本の方がもっと情熱的、日本の方がもっ
と真面 目に取 り組む、韓国は趣味として適当にする、韓国は部活の時間に自習する場合が
多い。
9.では、部活に対する両国学生の意見を見てみましょう。まずは部活肯定派の意見です。集
団活動が身につく、責任感が学べる、 自分 自身の成長になる、熱中するものができる、思
春期の肉体的 ・精神的形成によい、 もっと奨励 されるべき。次はその他の意見です。ちゃ
んとした目的をもって入部するべき、参加が強制であることは賛成できない、途中で辞め
るのはよくない、部活のせいで勉強がおろそかになるのはよくない、時間の余裕があれば
良い、なぜやるのか分からない。
10.最後は考察です。部活動は学生時代に好 きなことを生かしながら思い出や仲間ができる大
事なことだと思います。 しかし、それが誰かの強制でなく自発的であり、勉強に影響がな
い範囲で部活をするのは良いと思います。
11.ご静聴ありがとうございました。口口学部の○○でした。
圃
新出語 ・語彙表の例(留 学生 と教員の共同作成)
実際の表には、説明する語の前に 「○○ さんの発表のときに出てくることばです」 と発表者
名を入れている。(新エネルギーに関するテーマの発表時に使用 した語彙表より抜粋)
4お わ りに
本稿 で は留学生 のための 日本語教育 の資料 として、「日本語 プ レゼ ンテー シ ョン」の意義 と役
割 に関す る考察、授業実践 か らのス ライ ド作成例 と口頭発表原稿等 を紹介 した。今後、稿 を改 め
日本語 プ レゼ ンテー ション授業 の成果 と課題 について、実践 を もとに詳細 に分析 し論述 したい。
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注
1)プレゼンテーションの意味や定義に関しては、ビジネスで使用される場合と学校の授業、 しか も留学
生対象の日本語プログラムの一環として使用される場合では異なる。たとえば 「ビジネスプレゼンテー
ション」のテキス トとして使用されているもの(森 脇 ・武田、2011、10)では、「自分を通 して、相
手に何 らかの情報を伝える」こと、「情報提供や商品の説明などを行 うもの」、「人前で話をすること」
など、様々な意味で使われている。
2)プレゼンテーションには、商品や企画をアピールする場合に使われる論理的な話で人の心を動かす説
得型 もある。
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